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補修用性能部品について 故障・修理の際の連絡先
アフターサービスについては、お買い求めの販売店、または、
下記 お客様相談窓口 までお問い合わせください。

●石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後
６年です。
●補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な
部品です。

●受付時間：平日（月曜～金曜）午前９時～午後５時
（土・日・祝日は除く）

　消耗・劣化する部品
●使用期間により、交換・メンテナンスが必要な部品…
　しん、給油口口金、油受け
●変質灯油、不純灯油などの不良灯油の使用で劣化しやすい部品…
　しん

お客様相談窓口

フリーコール 0120-104-154

長期間使用しないときまたは保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾電池を
取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。
火災のおそれがあります。

指示
注意

油タンク内の灯油を抜き取る。
●給油口口金を取りはずして油タンクを
逆さにしても、こぼれま栓（油漏れ防止装置）
が作動して、灯油が抜けません。
●灯油を抜くときは、以下の①項と②項を
おこなってください。
①ストーブから油タンクを取り出し、給油口口金を取りはずして
市販の給油ポンプ（手動式）を油タンクのこぼれま栓を
押し下げて、ななめに底まで押し込んで、油タンク内の
灯油を抜き取ってください。

１

②残った灯油は、油タンクに給油口
口金を取り付け、油受けを本体の
中から取り出して給油口口金に
押し当て、油タンクを上下にゆすって
抜いてください。
電池ケースから乾電池を取り出して
ください。２

「しん調節つまみ」を引き抜いて
ください。４

緊急消火ボタンを押して、対震自動消火装置を作動させ、
しんを下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出して
ください。
３

お願い
こぼれま栓は、はずれません。割り箸などの棒を使って
こぼれま栓を押し下げたりしないでください。中に入って
しまうことがあります。

お知らせ
油タンクに入っている灯油を完全になくなるまで燃やし
きっていただければ、灯油を抜く必要はありません。

●しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで
ください。
●しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気を
おこなってください。

お願い

●乾電池を取り付けたまま保管すると、液漏れしてストーブを
腐食させることがあります。
●高温多湿、直射日光の当たる場所には、保管しないで
ください。
　錆が出たり、樹脂部品が変形する原因になります。
●油タンクは灯油を抜き、本体にセットして保管して
ください。
●灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店に
ご相談ください。

お願い

●ごみやほこりがついていたら、
やわらかい布できれいにふき
取ってください。
●錆が多量に発生している場合は、
お買い求めの販売店に修理を
依頼してください。
●ストーブ内の汚れは、濡れた
布でふいて落とし、乾いた布で
水気を取り除いてください。

感震部の点検・手入れをおこなう

１１保管の１～６項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずして、各自治体の指導に
従って廃棄してください。

本体の両側面と背面にある止めねじ３本を、取りはずして
ください。本体を前方に傾けながら、ゆっくりと上方に
持ち上げて取りはずしてください。

５

油受けざら内の灯油を抜き取る。
油受けを取り出してから、油受けざら
内の灯油を市販の給油ポンプ
（手動式）で抜き取ってください。

●油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、
錆や穴あきの原因になります。きれいな灯油ですすぎ
洗いをしてください。残った灯油は、布切れなどで吸い
取ってください。

６

緊急消火ボタンを押す。
対震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして
ください。

１０

乾電池を抜いてから収納する。
包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管してください。
「取扱説明書」も忘れずに大切に保管してください。

１１

しんの手入れをする。（から焼きクリーニング）９

●燃焼筒を取り出して、しんの状態を
確認し、しんの先端が固くなって
いる時は、ラジオペンチなどで
固い部分を軽くつぶしてから
おこなってください。
①燃焼筒をのせ、通常の点火操作を
して、正しく燃焼させてください。
②火力が小さくなったら、しんを
一杯に上げて自然に消火するまで燃やしきってください。

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん
調節器の上に正しくのせてください。

７
灯油を抜いた油タンクを本体にセットします。
乾電池も取り付けます。

８

型 式 の 呼 び

種 類

点 火 方 式
使 用 燃 料
最大燃料消費量
暖 房 出 力
油 タ ン ク 容 量
燃 焼 継 続 時 間
質 量

RS-W29F
自然通気形開放式石油ストーブ

しん式・放射形
電池点火〔単二形乾電池４個・別売〕

灯油（JIS１号）
２．93kW（０．２85L/h）

２．93kW
４．０L

約１４.0時間
約９．4kg

外 形 寸 法
（置台を含む）

しん

安 全 装 置

４４１．５mm
５８６mm
３０４mm
普通筒しん

トヨ耐熱しん第33種（TTS-33）
８５mm
２．５mm
170%

対震自動消火装置（しん降下式）
気密油タンクの給油時消火装置

呼び
寸法

高 さ
幅
奥 行

種 類

内 径
厚 さ
吸上量

修理を依頼するとき

保証について
●保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。
●保証期間は、お買い求めの日より１年間です。

● 9  故障・異常の見分けかたと処置方法 に従って、処置をおこなってください。
　直らないときは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店、または、下記 お客様相談窓口 に修理を依頼してください。
●ご連絡いただきたい内容は次の通りです。
　　①品名…石油ストーブ（自然通気形開放式石油ストーブ）
　　②型式の呼び…RS-W29F
　　③お買い求め年月日
　　④故障の状況（できるだけ具体的に）
　　⑤おなまえ，おところ，電話番号
●修理に際しましては、保証書を提示してください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただきます。
●保証期間が過ぎていても、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
●修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。
●修理・引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンク、油受けざら内の灯油を
抜いてください。運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲を汚すおそれがあります。

次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象となりませんので注意してください。
（１）変質灯油や不純灯油などの不良灯油、また灯油以外の燃料を使用したための故障や事故。
（２）ほこりや汚れなど、手入れのゆきとどかなかったために起こった故障や事故。
（３）純正部品以外のものを使用したり、しんにタ－ルが付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。
（４）消耗品（乾電池、しんなど）の故障。
（５）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による危険・警告・注意・お願い事項が守られず、誤った使い方をされた場合の

故障や事故。
●その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。

お願い

保管（長期間使用しない場合） 廃棄するとき１2１１

仕様１3

アフターサービス１4

●灯油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。
●取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨期限内は電池能力が残っていれば他の製品に使用できますので、
再利用されることをおすすめします。

ラジオペンチ

感震部

1 2
3
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補修用性能部品について 故障・修理の際の連絡先
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●補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な
部品です。
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（土・日・祝日は除く）

　消耗・劣化する部品
●使用期間により、交換・メンテナンスが必要な部品…
　しん、給油口口金、油受け
●変質灯油、不純灯油などの不良灯油の使用で劣化しやすい部品…
　しん
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長期間使用しないときまたは保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾電池を
取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。
火災のおそれがあります。

指示
注意

油タンク内の灯油を抜き取る。
●給油口口金を取りはずして油タンクを
逆さにしても、こぼれま栓（油漏れ防止装置）
が作動して、灯油が抜けません。
●灯油を抜くときは、以下の①項と②項を
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口金を取り付け、油受けを本体の
中から取り出して給油口口金に
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緊急消火ボタンを押して、対震自動消火装置を作動させ、
しんを下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出して
ください。
３

お願い
こぼれま栓は、はずれません。割り箸などの棒を使って
こぼれま栓を押し下げたりしないでください。中に入って
しまうことがあります。

お知らせ
油タンクに入っている灯油を完全になくなるまで燃やし
きっていただければ、灯油を抜く必要はありません。

●しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで
ください。
●しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気を
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腐食させることがあります。
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●錆が多量に発生している場合は、
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布でふいて落とし、乾いた布で
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感震部の点検・手入れをおこなう

１１保管の１～６項を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずして、各自治体の指導に
従って廃棄してください。

本体の両側面と背面にある止めねじ３本を、取りはずして
ください。本体を前方に傾けながら、ゆっくりと上方に
持ち上げて取りはずしてください。

５

油受けざら内の灯油を抜き取る。
油受けを取り出してから、油受けざら
内の灯油を市販の給油ポンプ
（手動式）で抜き取ってください。

●油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、
錆や穴あきの原因になります。きれいな灯油ですすぎ
洗いをしてください。残った灯油は、布切れなどで吸い
取ってください。

６

緊急消火ボタンを押す。
対震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして
ください。

１０

乾電池を抜いてから収納する。
包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管してください。
「取扱説明書」も忘れずに大切に保管してください。

１１

しんの手入れをする。（から焼きクリーニング）９

●燃焼筒を取り出して、しんの状態を
確認し、しんの先端が固くなって
いる時は、ラジオペンチなどで
固い部分を軽くつぶしてから
おこなってください。
①燃焼筒をのせ、通常の点火操作を
して、正しく燃焼させてください。
②火力が小さくなったら、しんを
一杯に上げて自然に消火するまで燃やしきってください。

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん
調節器の上に正しくのせてください。

７
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乾電池も取り付けます。

８

型 式 の 呼 び

種 類

点 火 方 式
使 用 燃 料
最大燃料消費量
暖 房 出 力
油 タ ン ク 容 量
燃 焼 継 続 時 間
質 量
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自然通気形開放式石油ストーブ

しん式・放射形
電池点火〔単二形乾電池４個・別売〕
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このたびは本機をお買い求めいただき
まことにありがとうございます。

●ご使用になる前に、必ずこの「取扱
説明書」をよくお読みいただき、
正しく使用してください。
　この「取扱説明書」は、大切に保管
しておいてください。

●「取扱説明書」を紛失された場合は、
お買い求めの販売店にご相談ください。

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12
13
14

取扱説明書
〈保証書付き〉

F－◯

本　　社　〒467-0855
名古屋市瑞穂区桃園町 5 番 17 号
フリーコール 0120-104-154
 TEL 〈052〉 822-1144
 FAX 〈052〉 822-2742

ホームページ　http://www.toyotomi.jp

本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。
お買い求め日から下記期間内に故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。

型　式　RS-W29F ※販売店名・住所・電話番号保証期間　お買い求め日より1年間

※お買い求め日 年　　　　　月　　　　　日

※お客様 様ご芳名
〒

ご住所

〔電　話　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　〕

〒４６７-０８５５
名古屋市瑞穂区桃園町５番１７号

☎0５２-８２２-１１４４

１．

２．

３．

４．
（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）

（ト）

（チ）

お買い求め日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体
貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した
場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店
または当社が無料修理致します。
無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日・
支払いを証明するものをご提示のうえ、お買い求めの
販売店または当社にご依頼ください。
ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼
できない場合は、当社までお問い合わせください。
保証期間内でも、次の場合は有料になります。
取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従わない
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び
損傷。
お買い求め後の器具の転倒、落下、衝撃・輸送等による
故障及び損傷。
火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害その他の
環境要因による故障及び損傷。
指定以外の燃料、または変質灯油や不純灯油などの
不良灯油を使用された場合に生じた故障や損傷。
一般家庭用以外（例えば、温室や業務用の使用、車両・
船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。
部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナンスの
費用。
本書にお買い求め年月日・お客様名・販売店名の記入の
ない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。
通信販売等で購入され、それを証明する商品の
送り状・支払明細書の提示がない場合。ネット販売を
利用した個人売買品や譲渡品、中古品の修理。
修理のご依頼に際して本書のご提示がない場合。

5． 本書は日本国内においてのみ有効です。
6． 本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に
保管してください。

●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものでは
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の
場合は、お買い求めの販売店または、当社の お客様相談窓口
までお問い合わせください。
●保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について
詳しくは、取扱説明書の「アフターサービス」の項をご覧
ください。
●お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の
ために利用させていただく場合がありますので、ご了承
ください。

【 無 料 修 理 規 定 】

B

石油ストーブ 保証書

修理メモ

※印欄に記入がない、あるいは購入・支払いを証明するものがない場合は
　有料修理となりますから必ず確認し、購入証明書（領収書）を保管してください。

型 式

アール エス ダブリュー エフ

RS-W29F


